



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Bull. Shikoku Univ. A４２：１６３－１９９，２０１４
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
六
三
護
国
院
と
号
し
、
真
言
宗
大
覚
寺
派
に
属
し
て
い
る
。
本
尊
は
蔵
王
権
現
と
千
手
観
音
で
あ
る
。
寺
伝
に
よ
る
と
、
天
智
天
皇
の
時
代
に
役
小
角
に
よ
っ
て
開
か
れ
、
延
暦
年
間
（
七
八
二－
八
〇
六
年
）
に
弘
法
大
師
空
海
が
登
っ
て
千
手
観
音
を
刻
み
、
一
字
一
石
の
法
華
経
を
高
越
山
頂
に
埋
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
高
越
山
は
阿
波
修
験
道
の
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
、
西
上
山
の
別
名
は
大
和
吉
野
金
峯
山
を
東
上
山
と
よ
ぶ
の
に
対
す
る
呼
称
と
さ
れ
て
い
る
。
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
に
著
さ
れ
た
「
高
野
大
師
御
広
伝
」
に
す
で
に
「
高
越
山
寺
」
と
み
え
て
お
り
、
寺
伝
の
真
偽
は
と
も
か
く
と
し
て
、
す
で
に
平
安
時
代
末
期
に
は
寺
基
を
確
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
の
ち
当
寺
お
よ
び
当
寺
領
は
本
寺
で
あ
る
京
都
六
勝
寺
の
一
、
尊
勝
寺
を
本
家
と
す
る
庄
園
と
な
り
、
高
越
寺
庄
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
沖
野
舜
二
氏
『
阿
波
国
荘
園
考
』
小
宮
山
書
店
一
九
六
二
年
）。
そ
の
後
平
家
領
と
な
り
、
平
家
が
滅
亡
す
る
と
、
平
家
没
官
領
と
し
て
源
頼
朝
に
与
え
ら
れ
、
頼
朝
の
妹
へ
譲
ら
れ
、
や
が
て
西
園
寺
家
領
、
九
条
家
領
と
な
っ
た
。
南
北
朝
時
代
に
入
る
と
、
阿
波
に
入
部
し
て
き
た
細
川
氏
の
庇
護
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）
三
月
三
日
の
「
善
智
檀
那
職
譲
状
」（「
仙
光
寺
文
書
」）
に
よ
れ
ば
、
善
智
は
弟
子
大
輔
房
に
支
配
下
に
あ
る
檀
那
得
分
を
譲
っ
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
後
期
に
は
高
越
山
を
中
心
と
し
た
修
験
道
の
信
仰
圏
が
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）
十
一
月
七
日
の
「
阿
波
国
念
行
者
修
験
道
法
度
写
」（「
良
蔵
院
文
書
」）
に
よ
る
と
、
柿
原
別
当
坊
（
現
吉
野
町
）
を
は
じ
め
と
す
る
阿
波
国
の
修
験
者
十
九
人
は
、
大
峰
山
・
伊
勢
・
紀
州
熊
野
な
ど
と
と
も
に
「
高
越
」
に
代
参
登
山
し
て
お
り
、
当
時
は
こ
う
し
た
諸
坊
か
ら
な
る
一
山
組
織
の
中
心
的
な
寺
院
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
徳
島
藩
主
蜂
須
賀
家
か
ら
約
五
〇
石
の
寺
領
を
与
え
ら
れ
る
な
ど
庇
護
を
受
け
て
い
る
。
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）、
火
災
に
か
か
っ
て
堂
宇
を
焼
失
し
た
が
、
同
五
年
に
再
興
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
に
は
京
都
大
覚
寺
を
本
寺
と
し
て
、
中
前
寺
・
護
国
院
・
地
蔵
院
な
ど
末
寺
十
一
ヶ
寺
を
擁
し
て
い
た
。
昭
和
十
四
年
の
火
災
に
よ
り
、
本
堂
を
は
じ
め
堂
宇
の
ほ
と
ん
ど
を
焼
失
、
わ
ず
か
に
山
門
な
ど
三
棟
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
再
建
が
図
ら
れ
、
現
在
の
山
容
と
な
っ
た
。
高
越
山
の
呼
称
の
由
来
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
詳
し
く
は
『
高
越
山
』
所
収
の
田
中
省
造
氏
「
高
越
山
の
歴
史
」
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
田
中
氏
は
神
霊
宿
る
霊
山
と
崇
め
た
こ
と
か
ら
「
神
山
」
の
転
訛
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
年
中
行
事
に
は
、
十
八
山
、
月
越
し
、
大
相
撲
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
十
八
山
会
式
を
除
い
て
お
こ
な
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
巨
大
な
杉
や
ブ
ナ
、
モ
ミ
な
ど
の
古
木
、
ま
た
貴
重
な
動
物
や
植
物
が
分
布
す
る
こ
と
か
ら
学
術
的
に
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
自
然
の
宝
庫
で
あ
る
。
参
道
の
船
窪
の
ツ
ツ
ジ
の
自
然
群
生
地
は
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
修
験
の
霊
山
と
し
て
知
ら
れ
「
お
こ
う
っ
あ
ん
」
と
親
し
ま
れ
た
高
越
山
は
、
衣
笠
山
、
木
綿
麻
山
、
蓋
山
、
摩
尼
珠
山
西
上
山
な
ど
多
く
の
別
称
を
持
っ
て
い
る
。
高
越
寺
は
、
山
麓
の
下
の
坊
に
は
住
職
の
住
居
が
あ
り
、
こ
こ
は
登
山
者
の
出
発
地
点
で
も
あ
っ
た
。
参
拝
者
が
最
初
に
礼
拝
す
る
お
堂
が
あ
る
。
山
内
に
は
、「
覗
き
岩
」「
糶
割
窟
」
な
ど
の
行
場
が
あ
る
。
二
、
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
の
紹
介
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
、
仏
教
絵
画
、
そ
の
他
の
絵
画
、
書
跡
の
三
項
に
わ
け
て
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
仏
画
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
多
田
高
信
・
田
中
善
隆
氏
（『
阿
波
の
仏
画
』
株
式
会
社
出
版
一
九
七
二
年
一
二
月
）、
田
中
省
造
氏
（
前
掲
『
高
越
山
』）
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、「
仏
涅
槃
図
」、「
釈
迦
三
尊
十
羅
刹
女
像
」、「
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
」
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
て
い
る
。
１
仏
教
絵
画

仏
涅
槃
図
一
幅
絹
本
著
色
鎌
倉
時
代縦
一
五
四
・
五
×
横
一
二
〇
・
〇
㎝
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
六
四
重
要
文
化
財
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
託
中
軸
裏
墨
書
「
唐
絵
涅
槃
像
慶
長
三
年
三
月
廿
一
日
寄
進
南
源
六
嘉
永
五
壬
子
五
月
法
印
勇
真
再
修
復
高
越
寺
什
物
」
ほ
ぼ
中
央
に
釈
迦
如
来
の
涅
槃
の
姿
を
描
き
、
そ
の
周
り
に
十
六
大
弟
子
、
八
部
衆
、
仁
王
、
動
物
な
ど
を
配
し
て
い
る
。
金
泥
、
金
箔
、
切
金
な
ど
を
用
い
る
。
詳
し
く
は
、
徳
島
県
教
育
委
員
会
・
徳
島
新
聞
社
『
徳
島
の
文
化
財
』（
徳
島
県
教
育
委
員
会
・
徳
島
新
聞
社
二
〇
〇
七
年
三
月
）
七
四
頁
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

釈
迦
三
尊
十
羅
刹
女
像
一
幅
絹
本
著
色
南
北
朝
時
代
縦
九
六
・
二
×
横
五
八
・
二
㎝
木
箱
蓋
表
書
「
涅
槃
経
本
尊
唐
繪
」
木
箱
蓋
裏
書
「
四
大
十
大
文
殊
菩
薩
寛
政
八
辰
年
二
月
廿
七
日
釈
迦
如
来
十
波
羅
蜜
菩
薩
高
越
寺
普
賢
菩
薩
阿
淡
太
守
治
昭
公
御
寄
附
天
王
弟
子
」
木
箱
底
書
「
十
大
弟
子
十
波
羅
密
菩
薩
入
箱
」
（
大
弟
）
軸
裏
書
「
恵
心
僧
都
所
持
唐
絵
／
十
子
府
君
源
治
昭
公
賜
干
権
大
僧
都
法
印
快
任
寛
政
八
年
龍
集
丙
辰
李
春
二
十
七
日
」
釈
迦
如
来
を
中
心
に
脇
侍
の
文
殊
菩
薩
、
普
賢
菩
薩
、
さ
ら
に
は
四
天
王
、
十
大
弟
子
を
描
く
。
箱
書
な
ど
か
ら
、
恵
心
僧
都
所
持
の
唐
絵
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
第
二
〇
世
快
任（
一
七
五
九－
一
八
一
九
）
の
代
で
あ
る
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
二
月
二
十
七
日
に
徳
島
藩
十
一
代
藩
主
蜂
須
賀
治
昭
か
ら
高
越
寺
に
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
一
幅
絹
本
著
色
室
町
時
代
縦
九
四
・
八
×
横
四
〇
・
〇
㎝
木
箱
蓋
表
書
「
来
迎
阿
弥
陀
佛
唐
絵
慈
覚
大
師
請
来
」
同
裏
書
「
寛
政
八
辰
年
三
月
廿
七
日
阿
淡
太
守
従
四
位
侍
従
源
治
昭
公
賜
干
高
越
寺
快
任
」
同
底
書
「
観
音
唐
筆
来
迎
阿
弥
陀
佛
勢
至
一
幅
入
箱
高
越
寺
什
物
地
蔵
」
阿
弥
陀
如
来
と
そ
の
脇
侍
の
勢
至
菩
薩
と
観
音
菩
薩
の
三
尊
、
地
蔵
菩
薩
が
往
生
者
を
迎
え
に
来
る
来
迎
の
姿
を
描
く
。
画
面
中
央
に
放
射
光
の
輝
く
光
背
を
背
に
し
た
阿
弥
陀
如
来
像
を
置
き
、
仏
を
取
り
巻
く
形
で
腰
を
か
が
め
た
姿
で
の
観
音
像
が
蓮
台
を
捧
げ
、
そ
の
左
に
勢
至
像
が
両
手
合
掌
し
、
地
蔵
が
こ
れ
に
加
わ
る
。
い
ず
れ
も
た
な
び
く
飛
雲
に
乗
り
、
往
生
者
の
家
を
目
指
し
て
い
る
。
群
青
下
地
に
金
泥
、
切
金
な
ど
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
鮮
麗
な
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
箱
書
か
ら
、
前
述
の
釈
迦
如
来
図
と
と
も
に
、
こ
の
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
も
徳
島
藩
主
蜂
須
賀
治
昭
に
よ
り
寄
付
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

普
賢
菩
薩
十
羅
刹
女
像
一
幅
絹
本
著
色
室
町
時
代
縦
八
三
・
六
×
横
四
〇
・
二
㎝
木
箱
蓋
表
書
「
普
賢
菩
薩
兆
典
子
毫
高
越
寺
傳
什
物
」
軸
裏
書
「
普
賢
菩
薩
兆
典
子
毫
高
越
寺
傳
什
物
快
任
和
尚
／
修
補
了
」
白
象
に
乗
っ
た
普
賢
菩
薩
の
ま
わ
り
に
十
羅
刹
女
が
取
り
巻
く
。
い
ず
れ
も
瑞
雲
に
乗
っ
て
い
る
。
補
修
の
あ
と
が
痛
々
し
い
が
、
優
品
に
数
え
ら
れ
よ
う
。
箱
書
な
ど
に
は
、
兆
典
子
作
、
第
二
〇
世
快
任
と
あ
る
。
兆
典
子
と
は
、
室
町
前
―
中
期
の
画
僧
と
し
て
著
名
な
吉
村
明
兆
（
一
三
五
二－
一
四
三
一
）
の
こ
と
で
あ
る
。
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
六
五
明
兆
は
、
室
町
時
代
の
仏
画
の
流
れ
を
つ
く
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
明
兆
の
名
品
も
残
さ
れ
て
い
る
。
本
作
品
は
、
残
念
な
が
ら
明
兆
の
作
品
で
は
な
い
も
の
の
、
室
町
時
代
の
仏
画
の
名
品
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

摩
利
支
天
・
不
動
明
王
・
愛
染
明
王
像
三
幅
対
木
箱
蓋
表
書
「
摩
利
支
天
・
愛
染
明
王
・
不
動
明
王
」
①
摩
利
支
天
像
一
幅
絹
本
著
色
室
町
時
代
縦
七
四
・
二
×
横
三
六
・
三
㎝
軸
裏
書「
弘
法
大
師
筆
摩
利
支
天
尊
蜂
須
賀
家
政
公
寄
附
高
越
寺
什
物
」
②
不
動
明
王
像
一
幅
絹
本
著
色
室
町
時
代
縦
七
六
・
七
×
横
三
六
・
五
㎝
軸
裏
書
「
弘
法
大
師
筆
不
動
明
王
祈
祷
本
尊
高
越
寺
什
物
」
③
愛
染
明
王
像
一
幅
絹
本
著
色
室
町
時
代
縦
八
〇
・
九
×
横
三
八
・
二
㎝
軸
裏
書
「
愛
染
明
王
智
證
大
師
御
筆
宥
澄
念
誦
用
」
軸
裏
墨
書
に
よ
れ
ば
、
摩
利
支
天
・
不
動
明
王
像
は
弘
法
大
師
筆
、
愛
染
明
王
像
は
智
證
大
師
の
筆
と
さ
れ
る
。
摩
利
支
天
像
は
徳
島
藩
祖
蜂
須
賀
家
政
の
寄
付
と
さ
れ
る
が
、
蜂
須
賀
家
で
は
具
足
初
の
儀
式
の
際
に
雪
舟
等
陽
筆
の
摩
利
支
天
像
を
掲
げ
る
の
を
通
例
と
し
て
い
る
。
愛
染
明
王
像
は
、
軸
裏
墨
書
に
よ
れ
ば
、「
宥
澄
念
誦
用
」
と
あ
る
が
、
宥
澄
（
？
－
一
七
三
〇
）
は
高
越
寺
一
六
世
で
、
観
音
寺
の
僧
・
龍
厳
の
弟
子
で
あ
る
。
宥
澄
は
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
三
月
、「
阿
州
摩
尼
珠
山
高
越
寺
記
」
を
著
し
て
い
る
。

地
蔵
菩
薩
来
迎
像
一
幅
絹
本
著
色
南
北
朝
時
代
縦
九
二
・
〇
×
横
三
九
・
〇
㎝
軸
裏
書
「
地
蔵
尊
古
表
具
裏
ニ
小
野
篁
筆
云
云
阿

高
越
山
寺
什
寶
快
任
名
住
房
求
之
」
瑞
雲
に
乗
り
来
迎
す
る
地
蔵
菩
薩
像
で
あ
る
。
優
品
で
あ
る
だ
け
に
、
痛
々
し
い
修
復
の
あ
と
が
目
立
つ
の
が
残
念
で
あ
る
。
箱
書
か
ら
東
端
山
西
福
寺
か
ら
高
越
寺
に
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

太
元
明
王
像
一
幅
絹
本
著
色
江
戸
時
代縦
一
二
一
・
六
×
横
五
九
・
八
㎝
木
箱
蓋
表
書
「
太
元
明
王
兆
典
子
筆
摩
尼
珠
山
高
越
寺
什
物
」
木
箱
蓋
裏
書
「
天
保
年
中
先
住
法
印
宥
光
求
焉
」
木
箱
底
書
「
太
元
明
王
高
越
寺
什
寶
」
軸
裏
書
「
此
節
預
有
由
天
保
辛
申
高
越
寺
法
印
宥
光
求
焉
／
兆
殿
司
筆
太
元
明
王
／
信
貴
山
千
手
院
快
晴
修
復
／
示
世
可
為
什
物
者
也
」
色
鮮
や
か
に
、
そ
し
て
丁
寧
に
太
元
明
王
像
を
描
い
て
い
る
。
太
元
明
王
は
、
五
大
明
王
を
し
の
ぐ
、
明
王
の
な
か
で
も
特
に
恐
ろ
し
い
形
相
を
も
っ
た
明
王
で
あ
る
。
箱
書
な
ど
で
は
、
兆
典
子
作
と
す
る
が
、
時
代
は
下
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

尊
勝
曼
荼
羅
図
一
幅
絹
本
著
色
江
戸
時
代
縦
一
一
三
・
一
×
横
五
三
・
八
㎝
金
箔
貼
り
の
地
に
色
鮮
や
か
に
尊
像
を
描
く
。
尊
勝
曼
荼
羅
図
は
、
滅
罪
・
息
災
・
出
産
・
祈
雨
な
ど
の
た
め
に
修
さ
れ
る
尊
勝
法
の
大
尊
と
し
て
懸
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
中
尊
に
金
剛
界
大
日
如
来
、
そ
の
前
方
に
尊
勝
仏
頂
を
配
す
。
時
計
ま
わ
り
に
広
生
・
景
勝
・
無
辺
声
・
放
光
・
発
生
・
白
傘
蓋
・
勝
人
大
頂
尊
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
左
右
の
上
方
か
ら
は
六
飛
天
が
下
降
し
、
大
方
供
養
壇
の
左
三
角
形
内
に
不
動
明
王
、
右
手
円
形
内
に
隆
三
世
明
王
を
配
し
て
い
る
。
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
六
六
五
大
力
尊
像
一
幅
絹
本
著
色
江
戸
時
代縦
一
〇
三
・
八
×
横
四
一
・
六
㎝
木
箱
蓋
表
書
「
五
大
力
菩
薩
東
端
山
西
福
寺
高
越
寺
ニ
寄
附
之
」
軸
裏
書
「
五
大
力
菩
薩
阿
州
東
端
山
西
福
寺
現
住
義
明
求
之
」
五
大
力
菩
薩
、
す
な
わ
ち
「
仁
王
経
」
の
「
受
持
品
」
に
見
え
る
「
金
剛
吼
菩
薩
」
「
龍
王
吼
菩
薩
」「
無
畏
十
力
吼
菩
薩
」「
雷
電
吼
菩
薩
」「
無
量
吼
菩
薩
」
を
描
い
て
い
る
。
忿
怒
に
よ
り
相
手
を
威
嚇
す
る
尊
像
で
、
五
大
明
王
の
出
現
に
よ
り
、
影
が
薄
く
な
っ
た
感
が
あ
る
。
定
型
化
さ
れ
た
五
大
力
尊
像
で
は
あ
る
が
、
色
彩
豊
か
で
保
存
状
態
も
よ
い
作
品
で
あ
る
。
箱
書
な
ど
に
よ
れ
ば
、
東
端
山
の
西
福
寺
か
ら
高
越
寺
に
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
軸
裏
の
墨
書
か
ら
義
明
が
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

金
剛
薩

像
一
幅
紙
本
著
色
江
戸
時
代
縦
八
五
・
一
×
横
三
九
・
一
㎝
色
彩
豊
か
な
金
剛
薩

像
。
右
手
に
五
鈷
杵
、
左
手
に
五
鈷
鈴
を
持
つ
。
宝
冠
、
釧
、
持
物
、
台
座
の
柱
部
分
な
ど
の
金
泥
が
目
映
い
。

聖
宝
像
一
幅
紙
本
著
色
江
戸
時
代
縦
八
九
・
五
×
横
四
一
・
三
㎝
軸
裏
墨
書
「
木
食
朝
意
上
人
賛
聖
寶
導
師
安
永
元
丁
酉
年
三
月
寄
附
焉
高
野
山
如
意
輪
寺
現
住
啓
道
／
阿
波
摩
尼
珠
山
高
越
密
寺
什
寶
」
画
題
の
聖
宝
（
八
三
二－
九
〇
九
）
は
、
平
安
時
代
前
期
の
真
言
宗
の
祖
で
、
醍
醐
寺
の
開
祖
、
真
言
宗
小
野
流
の
祖
、
ま
た
当
山
派
修
験
道
の
祖
と
も
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
諡
号
は
理
源
大
師
。
修
験
道
が
盛
ん
で
あ
っ
た
高
越
寺
な
ら
で
は
の
寺
宝
で
あ
る
。
軸
裏
墨
書
に
あ
る
木
食
朝
意
は
、
永
禄
・
天
正
頃
の
戦
国
時
代
の
僧
で
あ
る
。
本
紙
は
折
れ
が
あ
る
も
の
の
状
態
は
良
好
で
あ
る
が
、
表
具
に
傷
み
が
あ
り
残
念
で
あ
る
。

阿
弥
陀
如
来
坐
像
・
十
六
善
神
像
一
幅
絹
本
著
色
室
町
時
代
縦
九
八
・
七
×
横
三
九
・
六
㎝
阿
弥
陀
如
来
を
中
心
に
文
殊
菩
薩
・
普
賢
菩
薩
の
脇
侍
、
十
六
善
神
を
配
す
る
。

弘
法
大
師
像
一
幅
絹
本
著
色
室
町
時
代
縦
八
四
・
〇
×
横
五
五
・
七
㎝
木
箱
表
書
「
弘
法
大
師
御
影
阿
波
国
高
越
寺
什
寶
」
同
裏
書
「
真
如
親
王
筆
而
／
大
師
御
自
入
眼
晴
云
云
」
軸
裏
書
「
弘
法
大
師
御
影
」
真
如
様
と
呼
ば
れ
る
典
型
的
な
弘
法
大
師
像
の
優
品
で
あ
る
。
箱
書
き
に
よ
れ
ば
、
真
如
親
王
の
筆
で
弘
法
大
師
み
ず
か
ら
眼
を
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
由
緒
を
持
つ
。
弘
法
大
師
像
の
優
品
に
数
え
て
よ
い
作
品
で
あ
る
。
２
そ
の
他
の
絵
画

波
鷲
図
一
幅
狩
野
典
信
筆
絹
本
著
色
江
戸
時
代
後
期
縦
四
六
・
八
×
横
一
一
五
・
三
㎝
木
箱
蓋
表
書
「
波
鷲
之
繪
狩
野
典
信
筆
」
同
裏
書
「
此
一
軸
賀
嶌
出
雲
殿
有
故
當
住
賜
勇
真
附
與
當
院
者
也
（
朱
方
印
・
印
文
「
阿
波
国
摩
尼
珠
山
高
越
寺
」）」
展
示
札
「
提
供
高
越
寺
」
画
題
は
狩
野
派
お
得
意
の
鷲
（
鷹
）
図
で
、
武
士
が
好
む
画
題
で
あ
る
。
白
波
に
岩
の
上
に
た
た
ず
む
白
鷲
を
描
く
。
白
鷲
の
視
線
の
先
に
は
旭
日
が
輝
く
。
落
款
は
「
典
信
筆
（
朱
文
方
印
「
藤
原
」）」
と
あ
る
。
作
者
の
狩
野
典
信
は
、
江
戸
幕
府
御
用
絵
師
、
木
挽
町
狩
野
家
の
当
主
で
あ
る
。
箱
書
き
に
よ
れ
ば
、
賀
島
出
雲
守
が
高
越
寺
住
職
勇
（
宥
）
真
に
与
え
、
さ
ら
に
高
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
六
七
越
寺
に
付
与
し
た
も
の
で
あ
る
。

浅
埜
瀧
図
一
幅
河
野
栄
寿
筆
絹
本
著
色
江
戸
時
代
後
期
縦
四
七
・
七
×
横
八
二
・
七
㎝
木
箱
蓋
表
書
「
浅
埜
瀧
河
野
栄
樹
典
雄
筆
」
同
裏
書
「
快
任
兄
也
秋
元
直
右
衛
門
茂
成
遺
物
文
化
八
年
辛
未
年
閏
二
月
五
日
終
焉
法
名
虚
庵
山
答
禅
定
門
享
年
七
十
後
代
可
有
廻
向
者
也
施
主
孝
秋
元
勘
右
衛
門
維
鑑
」
箱
底
書
「
此
筥
快
任
氏
求
有
之
、
今
依

改
之
嘉
永
六
丑
冬
現
住
勇
真
」
画
題
は
「
浅
埜
瀧
」
の
秋
の
風
情
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
浅
埜
瀧
と
は
、
浅
野
滝
で
、
兵
庫
県
淡
路
市
北
淡
町
浅
野
南
に
所
在
す
る
落
差
一
五
ｍ
の
滝
で
、
不
動
の
滝
、
紅
葉
ケ
滝
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。『
万
葉
集
』
に
も
詠
ま
れ
、
江
戸
時
代
に
は
紅
葉
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
た
。
滝
の
脇
に
は
不
動
堂
が
あ
る
。
現
在
は
浅
野
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。
淡
路
は
、
江
戸
時
代
は
徳
島
藩
領
で
あ
り
、
領
国
内
の
名
勝
地
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
落
款
に
は
、「
典
雄
（
朱
文
方
印
「
藤
原
」）」
と
あ
り
、
河
野
栄
寿
の
作
品
で
あ
る
。
傷
み
が
激
し
い
も
の
の
、
河
野
栄
寿
の
優
品
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。作
者
の
河
野
栄
寿
は
、
名
は
典
雄
、
号
は
栄
樹
、
後
に
栄
寿
と
い
っ
た
。
藩
の
右
筆
河
野
平
右
衛
門
道
信
の
子
。
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
四
月
、
江
戸
に
出
て
狩
野
栄
川
院
典
信
に
入
門
、
狩
野
派
の
技
法
を
学
ん
だ
。
同
四
年
七
月
に
徳
島
藩
の
絵
師
と
な
り
、
五
人
扶
持
十
石
を
与
え
ら
れ
た
。
十
代
藩
主
蜂
須
賀
重
喜
・
十
一
代
藩
主
蜂
須
賀
治
昭
の
二
代
に
仕
え
て
い
る
。
阿
波
の
絵
師
に
つ
い
て
は
、
河
野
太
郎
氏
『
阿
波
画
人
名
鑑
』（
徳
島
県
教
育
会
出
版
部
一
九
六
八
年
七
月
）、
福
田
憲
熈
氏
『
阿
波
画
人
志
』（
原
田
印
刷
出
版
一
九
九
五
年
三
月
）
な
ど
を
参
考
に
し
て
い
る
（
以
下
同
じ
）。
箱
書
き
に
よ
れ
ば
、
高
越
寺
第
二
〇
世
快
任
（
一
七
五
九－
一
八
一
九
）
の
兄
に
あ
た
る
秋
元
直
右
衛
門
茂
成
遺
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
茂
成
は
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
閏
二
月
三
日
に
死
去
し
て
い
る
。
後
代
の
廻
向
の
た
め
に
、
施
主
の
秋
元
勘
右
衛
門
維
鑑
が
こ
の
絵
を
寄
付
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
快
任
の
代
、
作
品
が
制
作
さ
れ
た
頃
に
つ
く
ら
れ
た
箱
が
破
損
し
た
た
め
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
冬
に
勇
真
に
よ
っ
て
木
箱
を
新
調
し
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

芭
蕉
ニ
羅
漢
図
一
幅
浜
口
南
涯
筆
絹
本
著
色
江
戸
時
代
後
期
縦
一
一
一
・
八
×
横
四
一
・
一
㎝
木
箱
蓋
表
書
「
芭
蕉
ニ
羅
漢
之
図
浜
口
南
涯
先
生
筆
」
芭
蕉
の
下
に
い
る
羅
漢
を
描
く
が
、
色
使
い
が
巧
み
で
、
ま
た
人
物
描
写
に
技
量
の
高
さ
が
窺
え
る
。
落
款
に
は
「
南
涯
（
白
文
二
重
朱
方
印
「
成
秋
」）」
と
あ
り
、
浜
口
南
涯
の
作
と
わ
か
る
。
作
者
の
浜
口
南
涯
（
一
八
〇
一－
一
八
六
五
）
は
、
名
は
路
甫
、
通
称
は
啓
甫
、
号
は
南
涯
、
無
極
斎
、
成
秋
で
、
徳
島
の
佐
古
大
裏
丁
（
現
佐
古
三
番
町
付
近
）
の
出
身
、
医
者
の
か
た
わ
ら
絵
筆
を
執
っ
た
。
松
村
景
文
に
四
条
派
を
学
び
、
落
款
に
「
半
日
医
半
日
画
」
の
印
を
用
い
た
。
本
作
品
は
、
南
涯
の
代
表
作
に
位
置
付
け
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

虎
図
一
幅
須
木
一
胤
筆
紙
本
墨
画
淡
彩
明
治
時
代
後
期
縦
六
〇
・
八
×
横
九
〇
・
九
㎝
木
箱
蓋
表
書
「
虎
」
同
裏
書
「
寄
附
須
木
治
郎
吉
氏
画
為
高
越
寺
明
治
三
十
六
年
春
松
本
三
蔵
」
軸
裏
書
「
虎
徳
島
市
須
木
氏
画
松
本
三
蔵
寄
贈
明
治
丗
六
年
春
高
越
寺
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
六
八
什
」
画
題
は
虎
で
、
右
前
足
を
ぐ
っ
と
前
に
出
し
て
お
り
、
い
ま
に
も
飛
び
出
し
て
来
そ
う
で
あ
る
。
清
新
さ
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
あ
る
。
落
款
に
は
、「
明
治
壬
寅
秋
月
一
胤
筆
（
白
文
朱
方
印
「
須
木
氏
」）（
朱
文
方
印
「
胤
」）」
と
あ
る
。
作
者
の
須
木
一
胤
（
一
八
七
三－
一
九
三
六
）
は
、
徳
島
市
富
田
町
の
出
身
で
、
明
治
三
十
五
年
七
月
末
か
ら
昭
和
三
年
三
月
末
ま
で
徳
島
県
男
子
師
範
学
校
の
図
画
教
師
を
務
め
た
。
住
吉
派
の
画
技
を
学
ん
で
い
る
。
一
胤
の
粉
本
や
遺
品
は
、
そ
の
御
子
孫
に
よ
り
徳
島
県
立
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
県
内
で
は
「
徳
島
城
図
」
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
画
業
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
箱
書
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
春
に
松
本
三
蔵
か
ら
高
越
寺
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
作
品
は
、
一
胤
の
三
十
歳
前
、
図
画
教
師
に
な
っ
て
間
も
な
い
頃
の
筆
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三
国
志
図
一
幅
渡
辺
広
輝
筆
絹
本
著
色
江
戸
時
代
後
期
縦
一
三
一
・
八
×
横
八
五
・
〇
㎝
裏
貼
絹
墨
書
「
三
国
士
図
阿
波
公
画
師
廣
輝
謹
写
也
、
圓
蔵
寺
宝
物
」（
画
師
と
寺
宝
の
辺
り
に
朱
印
が
二
つ
あ
り
）
中
央
に
椅
子
に
座
す
関
羽
、
右
に
周
倉
、
左
に
関
平
を
従
え
て
い
る
。
関
羽
を
祀
る
関
廟
に
安
置
さ
れ
る
関
聖
帝
像
な
ど
に
見
ら
れ
る
姿
で
あ
る
。
そ
の
上
部
に
は
、
右
手
に
赤
ら
顔
の
関
羽
、
左
手
に
槍
を
持
つ
張
飛
を
描
い
て
い
る
。
本
紙
に
は
、「
阿
波
文
庫
」
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
下
に
印
文
「
広
輝
之
印
」
の
白
文
朱
円
印
が
天
地
逆
に
捺
さ
れ
、
そ
の
下
に
印
文
「
似
春
斎
」
の
二
重
朱
方
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
不
自
然
に
捺
印
さ
れ
た
「
阿
波
文
庫
」
印
の
下
が
削
ら
れ
た
よ
う
な
痕
跡
が
あ
り
、「
渡
辺
図
書
広
輝
」
の
署
名
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
河
野
太
郎
氏
『
画
人
守
住
貫
魚
』（
徳
島
県
出
版
文
化
協
会
一
九
七
一
年
九
月
）
の
巻
末
の
印
譜
の
項
に
渡
辺
広
輝
の
印
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、「
似
春
斎
」
の
朱
方
印
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、「
広
輝
之
印
」
朱
円
印
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
す
で
に
数
点
が
確
認
さ
れ
て
お
り
（
拙
稿
「
徳
島
藩
御
用
絵
師
渡
辺
広
輝
考
」『
徳
島
地
方
史
研
究
会
創
立
三
〇
周
年
記
念
論
集
阿
波
・
歴
史
と
民
衆

』
徳
島
地
方
史
研
究
会
二
〇
〇
〇
年
三
月
）、
広
輝
の
作
品
と
考
え
て
よ
い
。
作
者
の
渡
辺
広
輝
（
一
七
七
八－
一
八
三
八
）
は
江
戸
の
絵
師
住
吉
広
行
に
学
び
、
徳
島
藩
御
用
絵
師
と
な
り
、
守
住
貫
魚
、
鈴
江
貫
中
、
佐
香
貫
古
等
を
育
て
、
住
吉
派
の
画
技
を
広
め
た
。
広
輝
は
、
幕
末
・
明
治
の
阿
波
徳
島
の
日
本
画
壇
の
基
礎
を
築
い
た
と
い
え
る
。
本
作
品
は
、
広
輝
の
中
国
人
物
図
の
優
品
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

松
ニ
猿
図
一
幅
森
狙
仙
筆
絹
本
著
色
江
戸
時
代
後
期
縦
三
九
・
六
×
横
五
〇
・
〇
㎝
軸
裏
書
「
松
ニ
猿
明
治
四
十
三
年
七
月
廿
二
日
真
鍋
才
助
氏
寄
附
／
永
代
大
切
ニ
保
存
之
事
／
高
越
寺
什
物
高
埜
良
範
代
（
朱
文
方
印
）」
画
題
は
松
に
二
匹
の
猿
を
描
く
。「
狙
仙
」
の
朱
文
円
印
が
あ
る
。
森
狙
仙
（
一
七
四
七－
一
八
二
一
）
は
、
狩
野
派
を
学
び
、
沈
南
蘋
、
円
山
応
挙
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
養
子
森
徹
山
、
森
一
鳳
、
森
寛
斎
へ
と
続
く
森
派
の
祖
と
な
っ
た
。
如
寒
斎
、
雲
明
庵
と
号
し
た
。
動
物
画
、
と
り
わ
け
猿
を
得
意
と
し
た
。
軸
裏
書
に
、
高
越
寺
第
二
十
九
世
良
範
（
一
八
八
七－
一
九
四
四
）
が
、
高
越
寺
の
宝
物
と
し
て
「
永
代
大
切
」
に
保
存
す
る
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

源
頼
朝
図
一
幅
土
佐
光
信
筆
紙
本
著
色
江
戸
時
代
後
期
縦
一
一
四
・
一
×
横
五
二
・
五
㎝
木
箱
蓋
表
書
「
人
物
像
」
鉛
筆
書
で
「
源
頼
朝
」
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
六
九
画
題
は
、
右
手
に
尺
、
太
刀
を
帯
び
た
束
帯
の
人
物
像
で
、
脇
に
矢
立
が
見
え
、
高
貴
な
武
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
所
有
者
は
箱
の
鉛
筆
書
き
か
ら
「
源
頼
朝
」
と
認
識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
矢
立
の
下
部
に
描
か
れ
た
絵
は
、
秋
草
に
虫
が
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
右
下
に
、
印
文
「
土
佐
信
光
」
の
朱
文
方
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
室
町
時
代
の
土
佐
信
光
に
比
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
作
者
に
つ
い
て
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
制
作
時
期
は
江
戸
時
代
後
期
、
画
風
は
住
吉
派
と
推
察
さ
れ
る
。

孔
雀
図
一
幅
紙
本
著
色
江
戸
時
代
軸
裏
書
「
牡
丹
ニ
高
越
寺
」
軸
裏
貼
紙
「
快
任
上
人
文
政
二
卯
年
五
月
七
日
□
□
□
□
軸
物
□
□
□
□
一
百
□
□
□
大
正
十
四
年
四
月
下
旬
医
光
寺
横
田
□
□
□
」
淡
い
色
彩
で
牡
丹
に
孔
雀
を
描
い
て
い
る
。
本
紙
右
下
に
印
文
「
藤
原
」
の
朱
方
印
と
印
文
「
土
佐
信
光
」
の
朱
方
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
軸
裏
書
に
よ
れ
ば
、
高
越
寺
二
〇
世
住
職
快
任
が
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
五
月
に
求
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

山
水
図
一
幅
紙
本
墨
画
江
戸
時
代
縦
一
五
二
・
〇
×
横
八
二
・
〇
㎝
幽
玄
な
山
水
の
世
界
を
墨
一
色
で
描
く
。
上
部
に
七
言
の
句
の
賛
が
あ
る
。
作
者
の
「
豊
僊
人
」
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
煙
霞
深
幽
亦
深
幽
白
雲
東
西
到
歩
老
此
處
奇
松


巖
入
眼
淫
谿
画
怪
山
魏
座
文
疑
在
仙
境
秋
風
拂
脚
下
飛
白
雲
辛
巳
秋
日
豊
僊
人
（
白
文
朱
方
印
「（
印
文
未
読
）」）（
朱
方
印
「（
印
文
未
読
）」）
３
書
跡

富
士
山
七
言
絶
句
詩
一
幅
木
庵
筆
紙
本
墨
書
江
戸
時
代
後
期
縦
三
三
・
八
×
横
六
七
・
○
㎝
木
箱
蓋
表
書
「
黄
檗
木
庵
禅
師
寶
字
碧
雲
崖
香
」
富
士
山
を
詠
ん
だ
木
庵
の
七
言
絶
句
詩
で
あ
る
。落
款
か
ら
万
治
元
年（
一
六
五
八
）
の
作
で
あ
る
。
通
身
雪
玉
削
崑
崘
格
外
文
明
獨
箇
尊
四
海
人
窺
風
下
立
那
知
頂
上
有
乾
坤
富
士
山
之
作
戊
戌
無
射
月
黄
檗
木
庵
書
（
白
文
朱
方
印
「
釈
戒
印
」）（
朱
文
方
印
「
木
庵
氏
」）
作
者
の
木
庵
性
（
一
六
一
一－
一
六
八
四
）
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
黄
檗
僧
で
、
隠
元
隆
埼
に
招
か
れ
中
国
・
明
か
ら
渡
来
し
、
後
に
万
福
寺
の
隠
元
の
法
席
を
継
い
だ
。
慧
明
国
師
の
号
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
門
下
は
五
〇
人
を
こ
え
、
ま
た
書
に
秀
で
、
隠
元
、
則
非
と
と
も
に
「
黄
檗
の
三
筆
」
に
数
え
ら
れ
た
。
書
風
は
董
其
昌
を
よ
く
学
ん
で
い
る
。
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
七
〇
五
言
詩
書
一
幅
山
岡
鉄
舟
筆
紙
本
墨
書
明
治
時
代
縦
一
三
四
・
七
×
横
四
九
・
九
㎝
幕
末
・
明
治
に
活
躍
し
た
政
治
家
・
剣
客
の
山
岡
鉄
舟
（
一
八
三
六－
一
八
八
八
）
の
作
品
で
あ
る
。
鉄
舟
は
、
鉄
太
郎
と
い
い
、
千
葉
周
作
に
剣
術
を
学
び
、
後
に
講
武
所
剣
術
世
話
心
得
と
な
る
。
戊
辰
戦
争
の
際
に
勝
海
舟
の
使
者
と
し
て
静
岡
に
い
る
西
郷
隆
盛
の
も
と
に
行
き
会
見
、
江
戸
開
城
に
つ
い
て
の
勝
と
西
郷
の
会
談
の
途
を
開
い
た
。
ま
さ
に
江
戸
城
無
血
開
城
の
裏
の
立
役
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
維
新
後
は
新
政
府
に
仕
え
、
侍
従
、
宮
内
少
輔
な
ど
歴
任
し
た
。
勝
海
舟
、
高
橋
泥
舟
と
と
も
に
「
幕
末
の
三
舟
」
の
ひ
と
り
に
数
え
ら
れ
る
。
月
来
吟
處
白
、
雲
及
酔
時
清
鉄
太
郎
書
（
白
文
朱
方
印
「
山
岡
高
印
」）（
白
文
朱
方
印
「
鐡
舟
」）
お
わ
り
に
以
上
、
高
越
寺
所
蔵
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
紹
介
を
試
み
た
。
仏
画
の
な
か
に
は
鎌
倉－
室
町
時
代
の
優
品
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
徳
島
藩
御
用
絵
師
あ
る
い
は
町
絵
師
の
名
品
が
多
い
こ
と
、
蜂
須
賀
家
か
ら
の
寄
進
に
な
る
作
品
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
を
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
よ
う
。
収
集
時
期
や
修
理
時
期
な
ど
が
わ
か
る
箱
書
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
作
品
の
伝
来
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
作
品
が
多
い
の
も
貴
重
で
あ
る
。
今
回
の
作
品
紹
介
が
、
高
越
寺
の
歴
史
や
美
術
の
理
解
、
さ
ら
に
は
阿
波
の
宗
教
文
化
の
理
解
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
﹇
付
記
﹈
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
高
越
寺
住
職
高
埜
茂
洋
氏
を
は
じ
め
ご
家
族
の
方
々
、
並
び
に
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
徳
島
地
方
史
研
究
会
会
員
の
高
田
恵
二
氏
に
は
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
ま
た
、
種
々
ご
教
示
い
た
だ
い
た
四
国
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
の
真
鍋
俊
照
、
田
中
省
造
、
書
道
文
化
学
科
の
富
久
和
代
・
森
上
洋
光
の
各
教
授
に
は
お
世
話
に
な
っ
た
。
併
せ
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
（
文
学
部
日
本
文
学
科
日
本
文
化
史
研
究
室
）
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
七
一
写
真
１
仏
涅
槃
図
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
七
二
写真２ 釈迦三尊十羅刹像
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
七
三
写真３ 阿弥陀三尊来迎図
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
七
四
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
七
五
写
真
４
普
賢
菩
薩
十
羅
刹
像
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
七
六
写
真
５－
①
摩
利
支
天
像
②
不
動
明
王
像
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
七
七
③
愛
染
明
王
像
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
七
八
写
真
６
地
蔵
菩
薩
来
迎
図
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
七
九
写
真
７
太
元
明
王
像
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
八
〇
写
真
８
別
尊
曼
荼
羅
図
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
八
一
写
真
９
五
大
力
尊
図
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
八
二
写
真
１０
金
剛
薩

像
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
八
三
写
真
１１
聖
宝
像
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
八
四
写
真
１２
阿
弥
陀
如
来
坐
像
・
十
六
善
神
像
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
八
五
写
真
１３
弘
法
大
師
像
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
八
六
写
真
１４
波
鷲
図
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
八
七
写
真
１５
浅
埜
瀧
図
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
八
八
写
真
１６
芭
蕉
ニ
羅
漢
図
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
八
九
写
真
１７
虎
図
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
九
〇
写
真
１８
三
国
志
図
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
九
一
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
九
二
写
真
１９
松
ニ
猿
図
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
九
三
写
真
２０
源
頼
朝
像
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
九
四
写
真
２１
孔
雀
図
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
九
五
写
真
２２
山
水
図
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
九
六
写
真
２３
富
士
山
七
言
絶
句
詩
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
九
七
写
真
２４
五
言
詩
書
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
九
八
写
真
２５
棟
札
（
細
川
元
常
花
押
の
あ
る
も
の
）
高
越
寺
伝
来
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
一
九
九
